
- 1 -

道標ない旅 令和元年５月２８日（地域版第２号）

～「自立」と「共生」を目指して～ 校長 益田 孝彦 ８７５－９４９４

◆◆ 各部活動の春の大会の結果をお伝えします。 ◆◆

サッカー部：シード権のかかった予選では三崎中に負けてシードを逃した
サッカー部でしたが、そのあとＧＷ中に開かれた逗葉地区中
総合では、見事優勝を飾りました。

卓球部：５月６日横須賀アリーナで学年別大会が開かれました。１年生の
部で勝ち進んだ根岸君は、３位入賞を果たしました。上級生は、
男女とも１・２回戦あたりはかなりの部員が順当に突破して、ベ
スト１６まで進出できた３年生もかなりいましたが、みんな、そ
こで敗退しました。

バスケット部：男女とも気合いを入れて臨んだ春の大会でしたが、女子は、
沼間中には快勝したものの、惜敗した試合も多く勝ちきれ
ませんでした。優勝しシード権獲得を目指していた男子は、
順調に勝ち進んでいましたが、久木中に惜敗し、準優勝に
終わりました。

バレー部：逗葉地区で優勝したバレー部が、５月３日横須賀大会に登場、
神明中、大楠中、大津中と撃破し決勝進出。田浦中を 2Vs1 で
破り、見事優勝しました。顧問の山田先生も優秀監督賞を獲得
しました。

バドミントン部：逗葉地区中総合大会で、南木・坂田ペアと、樋口・前島
ペアの２組がそれぞれ第３位入賞を果たしました。

その他、野球部、陸上部なども大会を通し夏に向けての良い経験を積んだようです。どの部活も夏に向け
てまた再スタートです。地道に練習を積み上げ、夏の大会で成果を上げてほしいと願います。

◆◆ 避難訓練を実施しました。真剣な姿勢に新しく来た先生方も感心していました。 ◆◆

当日の訓練において生徒
は、比較的ゆっくりと安全確
認第一に避難しました。その
姿勢で良いのです。万が一、
三浦半島断層地震といった直
下型の地震が学校を襲ったと
き、学校は爆撃を受けたよう
な状況になります。安全を確
認しながら避難することです
ら簡単なことではないのです。とはいえ助け合いながら安
全な場所の避難し、余震に耐えることが出来た時点で、南
郷中の生徒たちは、葉山町に残る貴重な戦力となります。
だからこそ命を大切にしようと呼びかけました。また休日
など地元にいたとき、いつも以上に、自分の経験と照らし
てながーい、ながーい時間、比較的大きな揺れを経験した
ら、南海トラフ地震等を予想して、率先避難者になること
を呼びかけました。率先避難者がいる町は地震被害を一番回避できる可能性が大きいのです。南郷中が核と
なって、葉山町がそんな町になることを期待します。

◆◆ 全国学力学習状況調査が行われました。 ◆◆

３年生が今年受けた試験は、初めてコンピュータを使
用しての英語の録音データを提出するという、大変目新
しい試験でした。
どんな内容だったのかその一端を披露すれば、「カレ

ンダーに印がある誕生日 ７月２日を英語で答える。」「絵
を見て、あなたならどんな質問を英語でその相手にしま
すか？」「あなたの夢はどんな夢で、そのためにどんな
ことをしていますか？といった質問に英語で答える。」
などです。私も挑戦してみましたが、積極的にガンガン
話す気構えが重要だなと思いました。この試験は今後の
英語教育の方向性を左右するデータとして大きな話題に
なるのだろうなと感じました。
大学入試の方法も大きく変化していくのだなと強く感

じました。
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◆◆ 体育祭の練習に本格的に取り組んでます。29日(土)は、本番です。皆さんお越しください。 ◆◆

10 連休が良い方に働いたのか、気持ちも新たに、学校生活を再開した生徒が多いように感じます。授業を
覗いてみても活気があふれていますし、真剣に取り組んでいます。一方、９日から始まった体育祭練習です
が、開会式練習などにもしっかり取り組み、生徒の意気込みの高さがひしひしと伝わってきています。

23 日水曜日には、予行演習が行われました。予行演習では青組が優勢だったようですが、本番はどうなる
でしょう。南郷中生の頑張りを是非ご覧ください。開会式から気合いの入った校歌をお聞き頂けると思って
います。
ここでは本年度体育祭実行委員長のメッセージを紹介します。

体育祭についての情報で、昨年とちがう部分等をピックアップして紹介します。
１．当日バスの増発がありますが、例年のように借上バスではないので、利用した場合バス料金がかかり

ます。
２．駐車場ですが、上ノ山公園の右手駐車場をお借りしています。昨年度重なってしまったテニスの大会

は、無事終了したとのことで、駐車場の状況は昨年よりもよいかと思います。利用場所は、公園入り
口に向かって右側の駐車場です。場所を守ってご利用ください。

３．葉山町公立小･中学校は H26 より、敷地内（校地内）全面禁煙です。喫煙者の方々には不自由をおか
けしますが、受動喫煙等を防ぎ、禁煙を推進していく上でも、何卒、ご協力お願いします。

◆◆ スケアードストレートに寄せられた感想を紹介します。 ◆◆

５月９日、ＪＡ共済さんや葉山警察署さんのご尽力で、全国で４校しか選ばれないスケアードストレート
の実演を無償で体験できる機会を頂きました。本当に事故が起こってしまう瞬間を目の当たりに出来る経験
を通し、生徒はどのように感じたのでしょう。２人の感想を紹介します。

◆◆ 生徒総会で活発な話し合いが展開されました。 ◆◆

初参加の１年生を含めて、生徒全体が真剣な討議を経験しているなと感じました。
話し合いを通して成長の手がかりを沢山掴んでくれたようです。生徒総会は、総合
的な学習の時間を使って、「はやまびと（仮称）」として、公民的資質を高める機会
になるような学習機会として用意されています。最後に総会を締めた生徒会長町田
さんが、総会の中で感じ取って作った終わりの言葉を、ここに紹介します。
「今日話し合った 3 つのことは、今後着実に現実のものになっていきます。「今日話し合った。終わり。」と
いうことではありません。今日決まったものが、来年、再来年と続いて行きます。ここまで沢山の思いがぶ
つかってできたものは、学校にとって、とても大事なものになります。自分たちの意見でルールが変わって
いくことを目の当たりにし、自分たちの意見の力の大きさを感じることができたのではないでしょうか。
私たちは新しい時代のリーダーとなっていく世代です。様々な考えを持つ人たちと意見を交わし世の中を

動かしていきます。様々な意見がある中で、今日のように対立してしまう事は仕方のないことです。だから
こそ、今日の活動で得ることができた達成感だけでなく、相手の意見を受け入れることのできる力は、とて
も大切なものだと思います。今日のことを忘れず、周りの仲間と協力しあい、協調しあっていきましょう。
きっと今後の学校生活でも生きてくる力であるはずです。特に今月の 25日にある体育祭は、この力が大いに
試されるものです。まずは体育祭を目標に一歩一歩全校で頑張っていきましょう。」
凜とした発言でした。それを受け止めた南郷中生徒を含め、大変頼もしく感じました。良い勉強でした。

３年Ｃ組 小林 美緒
体育祭実行委員長として、自分のやらなければいけない事は完璧にこなし、さらに体育祭全体に目を向

け、困っている人などの手助けや、1 2 年への的確な指示やアドバイスなど、自分にできることを積極的
に行っていきたいと思います。また今年の体育祭は去年よりも団結力を高め、一人一人が輝き、成長する
ことができる体育祭にしていきます。全校のみんなに良い思い出が残るように、勝っても負けても最後は
笑顔で終われるように、全力を出し切り悔いが残らないように、そんな体育祭を目指して全力を尽くして
がんばります。今年の体育祭は昨年よりも何倍も盛り上がり、素晴らしい体育祭にしてみせます。

１年Ａ組 佐藤 優楓
人が目の前で車とぶつかるのを見て、とても怖いと思いました。そしてヘルメットは大事だと思いまし

た。私は 6 年生の時、ヘルメットをつけなくても大丈夫だと思ってつけていませんでした。でも、実際に
あんなことがあったとき、少しでも助かる可能性が増えるなら、つけておいた方が良いと思いました。他
にも私は道をすごい速さで走ったりなどいろいろルールを守っていなかったです。なので自分が加害者に
なるのも嫌だし被害者になるのは嫌なのでちゃんと守っていきたいと思います。

２年Ｂ組 石井 弥幸
スタントマンさんの事故再現を見て、「絶対にあんな事故にあいたくない。」という気持ちがわいたので、

自分も自転車を使うときは気をつけようと思いました。普段、車が２０ｋｍほどの速さで走っているとき、
遅いななどと考えていましたが、２０ｋｍでもあれほどのしょうげきをうけていたので、恐ろしいなと思
いました。
今回は私たちに自転車について教えてくれてありがとうございました。


